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日本近海産 Citunculus属ウ ミゲモ に つ いて

中村光
一

郎 （都東大和高），
c ．　A ．　Child（NMNH ）

On 　the 　pycnogonids 　of　genus 　Ciluncuius　fr  m 　Japanese　water

KOICHIRO 　NAKAMuRA ，
　C．　ALLAN 　CHILD

ウ ， グ綱 イ ， ウ ， グ モ 科の Cil・ n ・ut ・s ツ ・ ウ ・ グ モ 属 は 形態 上 は Amm ・ti・・a　 Kl・ 似て い る が 激 肢の

基部を お お う庇 の よ うな突起がある の が 特徴 で あ る。今迄 に 北極海 を 除 く世界各海 域 か ら 16種 が 報告 され て い

る が庸 半球 の 深海 か ら採集され た もの カ〜多い ． 北太平洋か らは ・
肋 ・嬲 伽 が酬 陣 楠 岸，北黼 よ り

オ ホ
ー

ツ ク 海に か け て 採集された記録が あ るだ けで ある 。 今 回，演者 の
一

人中村は 相模湾 よ り同属に属す る未

報告 の 2 種 を 発見 した 。 い ずれも体長 は 約 2mm の 小型種 で 従来報告され て い る ツ ノ ウ ミ グ モ 種 よ り小 さ く歩

行肢も細い 。 さらに 背部中央突起や体前端背面の 突起 が な い こ と，吻 の 形，眼点 の 有無 雄 の 腿節 の セ メ ソ ト

腺 の 形態 と位置，歩行肢各節の 長 さ の 比，主爪と副爪の 比などが従来の 種 と異 な る。ま た ，こ の 2種間 で も接

脚突起の 間隔や太 さ．胴部帳 さが 異 な り，今迄 に 黠 され 樋 瞰 当 しな い の で 新種 で あろ うと思 わ 泌 ・

日 本産ホ ヤ 類 Cienα 属 2種 の学名に つ い て

星野善
一

郎 （岩手大
・教育 ・生物）．西 川 輝昭 （名古屋大 ・教養 ・生物）

Ataxonomic 　revision 　of 　two 　ascidian 　 species 　o 員 he　genus 　Ciona　from 　Japan

ZEN −ICHIRO 　 HOSHINo ，
　TERuAKI 　 NISHIKAWA

　Hoshino ．Tokioka （1967）は ，従来 わ が 国で ユ ウ レ イ ボ ヤ
‘‘Ciona　intestinaiis（Linne ）

”

と よ ば れ て きた ホ

ヤ が，形態的 に 明瞭に 区別 で き る 2種を含む こ とを明 らか に し，仮 に
一方 を intestinalis，他方 を新種　robusta

と した 。 我 々 は こ れ ら の 学 名 を 確定す る た め ．文献調査 と各地各年代産標本多数 の 観察を 行 っ た 。 そ の 結果．

前者 は神戸沖で Challenger号 が 採集し Herdman （1882）が 命名 し た savignyi と 同
一

で あ る こ とが ．模式

標本 の 検討 か ら糊 した．また Linne の 定義 した intestinalisの 模式産地 ・
一

・ ・・… “ に ご 縁 で 生 息 し て き

た の は，robusta と形態的 に は 今 の と こ ろ 識 別 不 能 の 1種 の み で ある 可 能性 が 極 め て 高い こ とも判 っ た 。 こ の

種が本来 の intestinaiisで あろ う。 な fO’本種 の 日本産 と ナ ポ リ産標本 と の 間 に は ，卵形 態 お よ び 生理機能に お

け る差が 示 唆され て い る が ，そ の 分類学的意義の 解明 は 今後 に 残 され て い る 。

石 川県産 サ ン シ ョ ウウオ
ー

種の 分類学的位置につ い て

松井 正 文 （京大 ・教養 ・生 物）、宮崎光 二 （石 州県教委）

On 　the　taxonomic 　status 　of 　a　salarr．ander 　from　IshLkawa　Prefecture

MASAFuMI 　MATSUI ，
　KoJ 豆 MIYAzAKI

　ユ971年 に 竹 田 俊雄 氏 に よ っ て 石州県羽咋市で 発見 され た サ ソ シ ョ ウ ウ オ は ．透 明 ・ひ も状 の 卵 の うを産 み 出

す点で ，同所的 に 分布す る ク 卩 サ ン シ
ョ

ウ ウ オ と は 異 な っ た ト ウ ホ ク ア ベ サ ン シ ョ ウ ウ オ 系の 種 と考えられ，

雄 の 二 次性 徴 な どの 特徴 か ら，ア ベ サ ン シ
ョ

ウ ウ オ と同定さ れ た （宮崎 1977．1978）。 し か し．そ の 後十分 な

数 の ア ベ ， ト ウ ホ ク と比較 し た と こ ろ ．石 川 県産 は 両者 の 中間的 な 形態的特徴 を 示 し．ア ベ よ りは ト ウ ホ ク に

類縁の 近 い こ とが うか が え た 。 しか し，石川産 は ト ウホ ク ，ア ベ の 両者 と卵 の う外被 に 明瞭 な縦条 を 欠 く点で

明らか に 異 な るば か りで な く．血 清総蛋 白，LDH ，　 MDH の 電気泳動 パ タ
ー

ソ で も両者 と異な る 。 こ れ らの 差

異 は．現状 の 分類体系に 基 い て 区別 され るサ ソ シ
ゴ ウ ウ オ 類 の

“
種間

”
の 相違と同 じ レ ベ ル とみ な せ る こ とか

ら，石 川産 サ ソ シ ョ ウ ウ オ は ， ト ウホ ク ・ア ベ に 近縁 な 独立種 と して 記載 さ れ る 予定で あ る 。
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